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12 家族月間によせて
　―“ 奉仕の理想 ” は家庭から―

国際ロータリー第2660地区
ガバナー

大谷　透

　2003−2004年度のＲＩ会長であったマジアベ
氏は、ロータリーはロータリアンだけで成り立っ
ているのではなく、そこには多くの人々、特に配
偶者・家族の理解と支援があるからこそ、私たち
ロータリアンは、ロータリーの理念に基づき“親
睦（友情）と奉仕”の業を実践できるのだと強調
され、12月を「家族月間」にする事を提唱され
ました。12月はクリスマス家族会など、会員家
族を対象にした親睦交流のプログラムが恒例とな
っているクラブが多く、歴代ＲＩ会長はこれを踏
襲し、家族の大切さに思いをはせる月間として定
着してきました。
　我々の目指す健全な平和社会実現のためには、
その最小単位である一個一個の家庭の健全さが重
要な要素です。家庭のありようが健全さを失えば、
健全な平和社会は成り立つ筈がありません。司馬
遷の言葉「九牛一毛」はそれぞれが自分の家族を
大切にしなければならないことを教えています。 
　家庭における教育の大切さが再認識されなけ
ればなりません。そしてその成果が生み出される
ためには、ロータリーの中核をなす価値観である

「高潔さ」「思いやり」「リーダーシップ」は必須
です。
　先月はロータリー財団月間でした。我々ロータ
リアンは「世の中のためになる良いことをしよ
う」の標語の基に創られたロータリー財団に協力
し、世界平和を夢見ます。しかし、もし自分の家

庭さえも平和に保つ事が出来なくて、どうして世
界平和が達成できるでしょうか。
　ロータリーの綱領（目的）は、“奉仕の理想”

（Ideal of service）を全生活の場に適用せよと励
ましています。先ず一番身近な家庭に適用するこ
とから始めましょうという事です。即ち、家族一
人ひとりのニーズをよく汲み取り、理想的な形で
満たしていきましょう、最もその家族に必要なこ
とは何かを考えて尽力しましょう、ということで
す。
　人間の普遍的で最も大きなニーズの一つは人の
ためにした行為に対して感謝されることです。先
ず日頃の協力に対する感謝から始めましょう。家
族同士がお互いの人格を尊重しあっている関係に
あるかどうか反省してみましょう。「家族月間」
にあたり、まず家庭でロータリーを身につけるこ
とを意識しましょう。
　知識を得ても、実践が伴わなければリーダーた
り得ません。どうか家庭内においても、リーダー
として家族の温もりを自ら作る実践を始めてくだ
さい。この年を互いに感謝の心をもって締めくく
り、温もりのある家庭で新しい年を迎えましょう。
2010年が皆様のご家族にとって暖かな陽がさす
年であることをお祈りします。
　今回で今年最後のガバナーメッセ－ジとなりま
す。
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12 12ロータリー「家族月間」にちなんで

大阪西南ＲＣ
会長

藤本　和茂

　大阪西南ＲＣは前年度創立40周年を迎えまし
た。一年以上前から40周年準備委員会、実行委
員会で企画して頂き、会員の手作りで素晴らしい
周年事業ができたと自負しております。特に会員
ご家族の皆さんに喜んでもらえるようエンターテ
インメントにはいろいろ趣向をこらし、会員自ら
ミュージカルのダンスを演出、演舞していただき
家族含めておおいに盛り上がりました。
　大阪西南ＲＣは友好委員会主催により秋の家族
会、クリスマス家族会、春の家族会を毎年一生懸
命企画して頂いております。老壮青の各年代の皆
様が楽しめると同時に会員ご家族同士が知り合え
るよう計らっていただいております。クリスマス
家族会の最後に円陣を組んで「手に手つないで」
を唱和する雰囲気はロータリークラブで最高と思
っております。普段仕事とロータリーにかまけて
なかなか家族で話しをする機会が少なくなってい
るのは私だけかも判りませんが、できるだけロー
タリーの場を利用して日頃の無精をつぐなう事が
できれば有り難いと思っております。
　今年度は大谷透Ｇをはじめ地区に多くの会員を
輩出しております。大阪西南ＲＣの特筆すべきと
ころは90名以上を擁するクラブでありながら非
常に結束力がよいところではないかと思っており
ます。

　地区大会が来年2月26日、27日に開催されます。
地区大会準備委員会を経て地区大会実行委員会に
ホストクラブとして全力をあげて取り組んでいる
ところです。クラブ全員でロータリアン、ご家族
の皆さんに喜んでもらえる地区大会にすべく企画
しております。多くのご家族にも参加してもらい
感動を与えられるよう頑張っております。
　2月26日のオープニングセッション１，２，３に
は各々、作家の津本　陽氏、スポーツジャーナリ
ストの二宮清純氏、「笑いと健康」をテーマにし
た昇　幹生氏、笑福亭松喬氏の多士済々の方々の
講演を予定しております。その後ウェルカムセレ
モニーを行い会員家族のつどいとして、フォーク
歌手イルカさんのライブがございます。引き続き
ＲＩ会長代理ビチャイ・ラタクル氏（2002～03
年ＲＩ会長）をお迎えして歓迎晩餐会が行われま
す。2月27日の本会議では経済評論家の中谷　巌
氏に記念講演をお願いしております。是非とも会
員の皆様はもちろん、ご家族お誘いあわせのうえ、
ご来場をお待ちしております。
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12 秋のライラ

青少年活動委員会
委員長

陶　柳之介
（箕面ＲＣ）

　秋のライラを「かかわり学びの実践学」（リー
ダーの人間力）をテーマに大阪阿倍野ＲＣのホス
トにより関西大学とのタイアップで開催しまし
た。
　初級ライラにＲＣ推薦者62名、関西大学より
38名の計100名。また上級ライラには10名の参
加者を迎え、関西大学高槻キャンパス及び摂津峡
にて、２泊３日の短いながらも実りのある秋のラ
イラを実施しました。
　１日目は、関西大学千里山キャンパスにて、大
谷Ｇのご挨拶に始まり、基調講演には、坂東弘康
様による「指導者の資質」というテーマでお話を
頂きました。受講生達にとってリーダーシップや
リーダーについて大変良い勉強になったのではな
いかと思います。
　２日目は、高槻キャンパスと摂津峡においてグ
ループごとにテーマに添って自然との触れ合いを
通じチームワークの大切さを学んで頂き、夜には
チーム討論会を通じリーダーシップについて討論

をして頂き、リーダーとしての資質について学ん
で頂けたと思います。
　３日目はグループ発表にそなえてのまとめをす
る事で、リーダーとしての人間力を実感してもら
えたと思います。
　今回、この３日間で学んだ事、経験出来た事を
活かして実社会で青少年のリーダーとしてまた社
会人として活躍して頂きたいと思っています。
　閉講式では、松本ＧＥのご挨拶で無事閉会いた
しました。最後に606名の登録を頂いたロータリ
アンの皆様、大阪阿倍野ＲＣの櫛田会長、武田実
行委員長、クラブの皆様、パパをして下さったロ
ータリアンの皆様、関西大学の村川先生、安田先
生、小室先生、上級ライラでお世話になった稗田
先生、そしてチームライラの諸君のお陰でこのす
ばらしい秋のライラを実行出来ました事、本当に
ありがとうございました。
　心より感謝申し上げます。
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12 12米山奨学生レクリエーション開催

日　時：2009年10月18日（日）
場　所：宝塚大劇場
出席者：松本新太郎ガバナーエレクト
　　　　村橋委員長・磯田副委員長・
　　　　西谷・田中・吉田・米田委員

米山奨学委員会
委員長

村橋　義晃
（大阪中之島ＲＣ）

　2009年度「米山奨学生レクリエーション」が
秋晴れの日に恒例の宝塚大劇場にて開催されまし
た。この事業の目的は、米山奨学生に日本の文化
を肌で感じてもらい、また奨学生同士の交流を深
めるとともにロータリアンそしてその家族とのよ
りいっそうのコミュニケーションを深めていただ
くことです。
　今年の宝塚歌劇の演目は月組の第1部ミュージ
カルロマン「ラストプレイ」。孤児院で育った主
人公の青年は、ストレスと重圧から演奏中に失神
してしまう。このことがトラウマとなり、彼はピ
アノに近づくことさえ出来なくなる。孤児院を
出た青年は偶然出会った1人の男の元に身を寄せ
る。ある日、何者かに狙撃され青年は記憶を失う
が、ピアノに向かい見事な演奏を始める……。主
人公が自らの意思で。第2部はファンタスティッ
ク・ショー「Heat on Beat !」。非常に煌びやか
でTHE宝塚歌劇そのものでした。
　華やかな公演も2時過ぎに終演となり、宝塚劇
場別室にて懇親会が開催されました。まず初めに
松本新太郎ガバナーエレクトが米山奨学生のカウ
ンセラー皆様に感謝とねぎらいの言葉を述べら
れ、奨学生には励ましと未来への期待の言葉を贈
られました。続きまして第2660地区米山奨学委
員長より伝統のある宝塚歌劇の紹介を含めて挨拶
されました。

　その後、奨学生とカウンセラーの皆様より自己
紹介を兼ねたスピーチをしていただきました。宝
塚歌劇の感想は「男性が女装の劇は他国でもある
が女性が男装するのは初めてみた」「華やかさに
感動した」「今でも胸がドキドキする」等々、皆
日本の文化に触れ非常に感動していただきまし
た。また例会や日常生活については「いろいろな
ロータリアンのお家に訪問した」「京都に連れて
行ってもらった」等、お世話クラブのロータリア
ンとコミュニケーションがとられているのがよく
わかりました。話の中から奨学生達はクラブのカ
ウンセラー・ロータリアンを日本のお父さん、お
母さんと思い慕っているのが伺えました。そして
関西米山奨学生学友会朴日会長より学友会の案内
があり、奨学生終了後も交流を繋げていくよう力
強いメッセ－ジがありました。
　最後に、この米山奨学生達が数十年後に国際社
会で活躍し、自国と日本との橋渡しをしてくれる
ことを祈念して報告にさせていただきます。
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12 国際親善奨学生オリエンテーション

2010-2011年度ロータリー財団国際親善奨学生候補者・顧問ロータリアンの
ための第１回オリエンテーションを開催

財団奨学金・学友委員会
委員長

山下　勝弘
（東大阪ＲＣ）

　2009年9月12日（土）薬業年金会館507号室において、大谷ガバナー、岡部ガバナー・ノミニーにご
同席を賜り、2010−2011年度に国際親善奨学生として留学する候補者とその顧問ロータリアンのための、
第１回のオリエンテーションを開催しました。
　当日のプログラムは次のとおりです。

司会 委員　　道満　隆
開会の挨拶・出席者紹介 委員長　　山下勝弘
ガバナー挨拶　 ガバナー　　大谷　透
奨学生候補者並びに顧問ロータリアン自己紹介
ロータリー財団及び国際親善奨学金プログラムについて 委員長　　山下勝弘
国際親善奨学生の責務・顧問ロータリアンの責務 副委員長　　梅崎道夫
奨学生誓約書署名、認定書・顧問ロータリアン委嘱状贈呈 ガバナー　　大谷　透
奨学生に対して期待すること 財団委員長　　福家　宏
留学直前に思うこと 09−10年度国際親善奨学生　　崔 正勲
学友会について 委員　　入船禎三
ＰＳＣ紹介 ＰＳＣ会長　　野村雅夫
所感 ガバナー・ノミニー　　岡部泰鑑

　国際親善奨学金のプログラムは1947年にスタートしたもので、財団プログラムの中では最も歴史のあ
るものです。当地区からは、過去に約500名の国際親善奨学生が留学をし、相当の実績を残してくれて
います。
　2010−2011年度の奨学生候補者と顧問ロータリアンのために、当委員会では、留学前に３回のオリエ
ンテーションを実施しております。今回のオリエンテーションは、その第１回目です。
　国際親善奨学金の目的は、外国留学を通じて国際理解と親善を推進することです。奨学生候補者が、
その目的をよく理解し、留学先でそれを実践してくれるようにと、オリエンテーションを実施しており
ます。
　第1回目のオリエンテーションは、奨学生候補者に、ロータリークラブ、ロータリー財団並びに、国
際親善奨学金の制度について理解を深めることを目的としております。
　奨学生候補者は、前年度に優秀な人たちを選考して選ばれた人たちであり、ロータリークラブのこと
などを、よく理解してくれたことと思います。
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12 122009−2010年度
第2660地区 地区協議会会計報告

開催日：平成21年4月25日（土）
　　　　午後1時より5時半
場　所：大阪国際会議場
ホストクラブ：大阪西南ロータリークラブ

実行委員長� 小田　眞弘
幹事� 上田　直樹
会計� 髙澤　俊也

2009−2010年度の地区協議会会計決算を平成21年9月30日大阪西南ロータリークラブ事務局に開催し、
帳票類、領収書等を精査し間違いが無い事を報告します。

収入の部
科目 クラブ数 負担額 総額

29名以下 23 100,000 2,300,000
30名以上 63 120,000 7,560,000

計 86 9,860,000

支出の部
項目 内訳 金額 項目別計 内訳

会場費 会場 3,155,706 本会議場・部門別会議場他
音響・照明 126,324 本会議場音響・照明

昼食 687,324 地区関係・講師他
3,969,354

会合費 室料 242,625 第1～10回実行委員会
242,625

印刷費 看板 934,284 会議場案内板、名垂れ、他
プログラム 638,631 プログラム作成

1,572,915
記録費 テープ起し 251,475 本会議・部門別会議記録

記録誌作成 1,080,870 1,332,345 記録誌作成ＣＤ使用
講師費用 謝礼 93,230 部門別会議講師謝礼

93,230
雑費 その他 1,017,524 看護士日当

郵送費
コピー
記録録音指導他

1,017,524
総計 8,227,993

収入の部 支出の部 残額
9,860,000 8,227,993 1,632,007

※残額は地区会計に繰入れ
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12 米山奨学委員会・ロータリー財団

地区米山奨学委員会より
2009年9月末　全国寄付金合計額
　345,308,481円　（前年度比6.33％減）
2009年9月末　第2660地区寄付金合計額
　20,686,000円　（前年度比15.91％増）
2009年9月末　全国寄付合計トップ10
　 1．第2770地区　23,192,016円
　 2．第2750地区　20,867,105円
　 3．第2660地区　20,686,000円
　 4．第2760地区　20,293,000円
　 5．第2650地区　19,786,363円
　 6．第2590地区　16,776,660円
　 7．第2710地区　14,055,875円
　 8．第2580地区　13,945,300円
　 9．第2610地区　12,824,300円
　10．第2790地区　11,667,600円

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。

（2009年9月）
クラブ名 回数

大 阪 ＲＣ 90 回目
大 阪 阪 南 ＲＣ 30 回目
大 阪 南 ＲＣ 76 回目
大 阪 西 北 ＲＣ 38 回目

ロータリー財団
ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈
られました。（2009）
三木　彰 く ず は ＲＣ 9/11
森　賢司 く ず は ＲＣ 9/11
三好　千代子 茨 木 ＲＣ 9/4
朱　明義 茨 木 ＲＣ 9/4
戸川　通夫 茨 木 ＲＣ 9/4
安田　暎胤 大 阪 南 ＲＣ 9/18

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェロー
です。（2009）
相田　襄治 2回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
草島　一 1回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
三原　幸二 3回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
永江　溥 1回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
鈴木　慶一 2回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
寺崎　泰彦 1回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
塚本　邦彦 1回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
横尾　国治 1回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
横山　順治郎 1回目 大 阪 南 ＲＣ 9/18
高地　健 3回目 大 阪 淀 川 ＲＣ 9/4

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。

（2009年9月）
氏　名 回　数 クラブ名

森　賢司 1 回目 く ず は ＲＣ
上野　弘之 7 回目 箕 面 中 央 ＲＣ
羽間　平安 8 回目 大 阪 ＲＣ
羽鳥　敬彦 2 回目 大 阪 ＲＣ
松本　圭史 4 回目 大 阪 ＲＣ
更家　悠介 2 回目 大 阪 ＲＣ
田代　和 3 回目 大 阪 ＲＣ
谷川　正 4 回目 大 阪 ＲＣ
山田　隆三 2 回目 大 阪 ＲＣ
服部　四郎 5 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
笠井　勝巳 5 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
中谷　龍石 5 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
能口　武雄 6 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
乃口　忠勝 2 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
宇田　壽彦 5 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
吉田　英哲 5 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
四ツ碇　行雄 5 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
米田　誠治 2 回目 大 阪 阪 南 ＲＣ
淺沼　健一 4 回目 大 阪 南 ＲＣ
林　信幸 2 回目 大 阪 南 ＲＣ
伊井　智昭 2 回目 大 阪 南 ＲＣ
川岸　靖雄 1 回目 大 阪 南 ＲＣ
小谷　公穂 6 回目 大 阪 南 ＲＣ
小山　博記 2 回目 大 阪 南 ＲＣ
暮松　毅 1 回目 大 阪 南 ＲＣ
松林　寛 1 回目 大 阪 南 ＲＣ
松尾　浩一 1 回目 大 阪 南 ＲＣ
三原　幸二 4 回目 大 阪 南 ＲＣ
左藤　孜 3 回目 大 阪 南 ＲＣ
佐々木　純一 1 回目 大 阪 南 ＲＣ
清水　裕 5 回目 大 阪 南 ＲＣ
鈴木　慶一 3 回目 大 阪 南 ＲＣ
田中　三男 5 回目 大 阪 南 ＲＣ
土井　廣 3 回目 大 阪 南 ＲＣ
上田　豊 3 回目 大 阪 南 ＲＣ
山口　多賀司 3 回目 大 阪 南 ＲＣ
濱浦　紀代輝 2 回目 大 阪 な に わ ＲＣ
藤井　宏一 8 回目 大 阪 西 北 ＲＣ
岩城　本臣 6 回目 大 阪 西 北 ＲＣ
河合　秀行 1 回目 大 阪 西 北 ＲＣ
小林　則夫 4 回目 大 阪 西 北 ＲＣ
森　恕 4 回目 大 阪 西 北 ＲＣ
西村　暲 7 回目 大 阪 西 北 ＲＣ
尾下　千明 4 回目 大 阪 西 北 ＲＣ
廣田　敦善 6 回目 大 阪 城 北 ＲＣ
新酒　武 16 回 目 大 阪 城 北 ＲＣ
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Ｉ
Ｍ
組

ク
ラ
ブ
名

7
月
期
初
会
員
数

10
月
末　

会
員
数　

入
会
者
数
累
計

退
会
者
数
累
計

増
減

例
会
数

出
席
率

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ

　
　
　
出
席
率

全員 女性 全員 女性

Ｉ
Ｍ
第
１
組

池田 38 38 2 0 0 0 4 58.56 57.90

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪北梅田 50 49 4 0 1 −1 3 77.33 65.33
池田くれは 40 36 1 0 4 −4 3 78.96 77.98 大阪西 84 82 0 0 2 −2 3 94.26 83.56
箕面 29 30 1 1 0 1 4 85.82 75.83 大阪大淀 47 47 0 0 0 0 5 84.30 75.78
箕面中央 24 24 0 0 0 0 5 91.57 84.75 大阪リバーサイド 35 36 5 1 0 1 5 91.31 75.98
豊中 47 47 2 0 0 0 4 82.93 73.42 大阪西北 57 57 0 0 0 0 4 91.88 80.00
豊中南 40 40 1 0 0 0 5 82.23 72.89 大阪そねざき 54 54 32 0 0 0 4 90.57 76.42
豊中－大阪国際空港 22 22 0 0 0 0 5 73.93 70.06 大阪梅田 46 47 0 1 0 1 4 84.80 77.55
豊中千里 38 38 3 0 0 0 4 91.26 78.88 大阪梅田東 36 37 0 1 0 1 5 88.64 76.21
小計 278 275 10 1 4 −3 80.66 73.96 大阪ユニバーサルシティー 27 28 2 1 0 1 5 83.72 76.74

Ｉ
Ｍ
第
２
組

茨木 26 26 2 0 0 0 4 89.50 77.33 小計 697 704 50 12 5 7 86.65 75.16
茨木東 46 46 3 0 0 0 4 88.16 75.80

Ｉ
Ｍ
第
６
組

大阪 252 259 0 9 2 7 5 69.94 59.04
茨木西 25 27 6 2 0 2 4 95.37 72.22 大阪東 120 121 0 1 0 1 5 93.52 76.44
千里 49 48 0 0 1 −1 4 84.38 75.62 大阪東淀ちゃやまち 41 41 6 0 0 0 4 84.76 76.83
千里メイプル 27 26 3 0 1 −1 4 92.23 85.44 大阪城東 49 50 4 2 1 1 5 88.00 81.00
摂津 40 40 2 0 0 0 4 93.34 78.08 大阪中之島 32 33 1 1 0 1 5 86.69 75.41
吹田 64 64 6 0 0 0 4 90.75 83.09 大阪大手前 42 42 3 0 0 0 5 92.00 78.00
吹田江坂 42 44 3 2 0 2 4 92.63 80.36 大阪城北 60 60 1 0 0 0 4 83.33 80.00
吹田西 47 50 1 3 0 3 3 100.00 86.75 大阪天満橋 74 73 0 0 1 −1 4 82.34 76.06
高槻 49 49 3 0 0 0 4 85.39 74.62 大阪鶴見 36 37 1 1 0 1 4 84.02 76.07
高槻東 42 42 0 1 1 0 4 97.35 89.43 大阪淀川 40 40 2 0 0 0 5 91.50 74.97
高槻西 26 26 0 0 0 0 4 90.62 82.00 新大阪 38 38 0 1 1 0 4 76.97 69.74
小計 483 488 29 8 3 5 91.64 80.06 小計 784 794 18 15 5 10 84.82 74.87

Ｉ
Ｍ
第
３
組

大東 47 47 0 1 1 0 4 94.50 81.04

Ｉ
Ｍ
第
７
組

大阪フレンド 17 17 6 0 0 0 4 80.88 60.00
大東中央 32 32 10 0 0 0 4 76.68 68.72 大阪本町 27 27 2 0 0 0 3 82.32 66.91
枚方 41 44 0 4 1 3 3 95.66 86.10 大阪御堂筋 36 36 0 0 0 0 5 88.57 77.14
門真 27 29 2 2 0 2 3 86.90 76.19 大阪南 127 131 0 5 1 4 4 81.07 69.25
交野 23 23 1 0 0 0 5 84.27 75.91 大阪難波 57 57 0 0 0 0 5 88.41 70.18
香里園 19 19 0 0 0 0 3 93.75 81.25 大阪なにわ 34 32 1 0 2 −2 4 84.20 81.81
くずは 55 56 0 1 0 1 4 78.99 75.00 大阪南西 20 20 4 0 0 0 4 94.20 85.54
守口 41 42 3 1 0 1 4 86.31 77.38 大阪西南 93 91 12 0 2 −2 4 97.64 74.73
守口イブニング 23 25 4 2 0 2 4 79.79 72.75 大阪船場 45 45 0 0 0 0 3 95.00 81.00
寝屋川 42 42 4 0 0 0 5 92.73 71.81 大阪心斎橋 38 38 0 0 0 0 5 98.92 82.96
四條畷 13 13 0 0 0 0 4 93.37 82.01 大阪うつぼ 41 43 6 2 0 2 4 84.85 75.80
小計 363 372 24 11 2 9 87.54 77.11 小計 535 537 31 7 5 2 88.73 75.03

Ｉ
Ｍ
第
４
組

東大阪 75 75 0 1 1 0 5 82.74 70.82

Ｉ
Ｍ
第
８
組

大阪阿倍野 18 18 2 0 0 0 4 92.37 72.52
東大阪中央 41 42 0 1 0 1 4 83.78 82.35 大阪阪南 47 46 2 1 2 −1 4 84.65 80.11
東大阪東 70 73 6 3 0 3 5 78.94 67.75 大阪平野 36 37 4 1 0 1 3 100.00 87.75
東大阪みどり 27 28 1 1 0 1 6 84.52 68.45 大阪イブニング 21 21 5 0 0 0 5 81.90 67.62
東大阪西 38 40 0 2 0 2 3 93.80 59.99 大阪城南 59 58 0 0 1 −1 4 100.00 92.49
大阪柏原 35 35 4 0 0 0 4 89.64 79.44 大阪咲洲 22 22 1 0 0 0 4 85.23 62.50
大阪ネクスト 17 20 8 3 0 3 4 77.80 55.30 大阪住之江 25 25 2 0 0 0 3 98.61 84.30
八尾 83 83 0 1 1 0 4 97.03 64.45 大阪住吉 32 32 2 0 0 0 5 84.62 74.62
八尾中央 23 24 2 1 0 1 4 90.22 77.17 大阪天王寺 19 19 0 0 0 0 5 94.38 90.56
八尾東 29 29 2 0 0 0 5 71.43 65.85 大阪東南 53 53 0 0 0 0 4 94.34 75.02
小計 438 449 23 13 2 11 84.99 69.16 小計 332 331 18 2 3 −1 91.61 78.75

Ｉ
Ｍ
第
５
組

大阪中央 57 58 6 2 1 1 4 90.94 74.49

合
計

ク
ラ
ブ
数

7
月
期
初
会
員
数

月
末
会
員

女
性
会
員

入
会
者
数
累
計

退
会
者
数
累
計

増
減

平
均
出
席
率

平
均
出
席
率

大阪堂島 31 33 1 2 0 2 3 77.78 72.73
大阪北 173 176 0 4 1 3 4 84.25 67.07

85 3910 3950 203 69 29 40 87.1 75.5
　

2009年 10月度  会員数・出席報告
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12 文庫通信（266号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記
念事業の一つとして1970年に創立された皆様の
資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料な
ど、2万余点を収集・整備し皆様のご利用に備え
ております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相
談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料につ

いてはコピーサービスも承ります。　また、一部
資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけま
す。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」
を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

－地区大会講演から－
◎ ｢ロボットと共生する未来」古田貴之　2009　6p　（D.2790）

◎「違うから面白い、違わないから素晴らしい」宮本亜門　2009　12p（D.2670）

◎「日本に喝を入れる」上坂冬子　2009　2p　（D.2580）

◎「日本の進路」小泉純一郎　〔2009〕　10p　（D.2760）

◎「琵琶湖は地球環境への小さな窓」　嘉田由紀子　2009　6p　（D.2650）

◎「歴史に根ざしたまちづくり」森谷剋久　2009　12p　（D.2650）

◎「アフリカの子どもたち」田沼武能　2009　8p　（D.2820）

〔上記申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）〕

ロータリー文庫
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時〜午後5時　休館＝土・日・祝祭日　
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〈お知らせ〉

行事担当クラブ一覧
１．ＩＭ ３．ライラ
ＩＭ 2009 ～ 2010年度 2010 ～ 2011年度 年月日 行事名 ホストクラブ
１組 豊中南ＲＣ 豊中-大阪国際空港ＲＣ 2010年5月2 ～ 4日 春のライラ 大阪城北ＲＣ
２組 高槻東ＲＣ 千里ＲＣ 2010年10月 秋のライラ 大阪難波ＲＣ
３組 守口ＲＣ 寝屋川ＲＣ
４組 東大阪みどりＲＣ 東大阪東ＲＣ
５組 大阪北梅田ＲＣ 大阪そねざきＲＣ ４．ニコニコキャンプ
６組 大阪中之島ＲＣ 大阪鶴見ＲＣ 年月日 ホストクラブ
７組 大阪なにわＲＣ 大阪西南ＲＣ 2010年7 ～ 8月 枚方ＲＣ
８組 大阪イブニングＲＣ 大阪咲洲ＲＣ

２．研究グループ交換（ＧＳＥ）
ＩＭ ＧＳＥ受入 2009 ～ 2010年度 2010 ～ 2011年度

1・2組 委員長クラブ 豊中南ＲＣ 茨木西ＲＣ
副委員長クラブ 茨木西ＲＣ 豊中-大阪国際空港ＲＣ

3・4組 委員長クラブ 東大阪ＲＣ 大東ＲＣ
副委員長クラブ 大東ＲＣ 東大阪みどりＲＣ

5・6組 委員長クラブ 大阪堂島ＲＣ 大阪東ＲＣ
副委員長クラブ 大阪東ＲＣ 大阪東淀ちゃやまちＲＣ

7・8組 委員長クラブ 大阪御堂筋ＲＣ 大阪阿倍野ＲＣ
副委員長クラブ 大阪阿倍野ＲＣ 大阪フレンドＲＣ

高槻ＲＣ事務所移転（2009年12月7日より）

　「新事務所」
　〒569-1116　高槻市白梅町4-1
　　オーロラモール高槻西武6階

敬弔　謹んでご冥福をお祈り申し上げます

赤松　照夫会員（大阪天満橋ＲＣ）
2009年10月21日逝去（享年89歳）
理事
社会奉仕委員長、雑誌委員長
広報委員長、ロータリー財団委員長
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

「ハイライトよねやま117号」より
続々とホームカミングで学友が来日
－地区を越えた招へいも可能に－

今秋開催された地区大会や米山関連セミナーで
は、米山学友の里帰り制度「ホームカミング」で
来日した多くの学友が登壇して、現在の活躍の報
告とロータリアンからの支援に対する感謝を述べ
ました。
今年度から他地区出身の学友も招くことができる
ようになり、第2780地区（神奈川県）では、地
区大会の記念講演者として、元駐日韓国大使の崔
相龍さん（世話クラブ：東京日本橋ＲＣ・東京城
西ＲＣ【第2750地区】）を招へい。「日韓に寄せ
るロータリーの希（ねが）い」と題する約40分
間の講演では、韓国国内で日本の大衆文化解放に
奮闘してきたエピソードや、日韓両国間の相互理
解についての明るい展望を示し、会場から大きな
拍手を受けました。
第2580地区（東京都東北部・沖縄県）も他地区
出身の楊広平さん（世話クラブ：東京立川こぶし
ＲＣ【第2750地区】）を招へいしました。楊さんは、
東京ＲＣのクラブフォーラムや第2580地区のカ
ウンセラーセミナーでスピーチし、自身が発起人
の一人として関わった中国学友会設立の経緯や、
米山学友として社会奉仕に賭ける意気込みを語り
ました。短い滞在日程の中、楊さんは第2750地
区の学友定例会でも卓話し、出身地区のロータリ
アンや学友とも旧交を温めました。






